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緑
の
大
地
に
草
を
食
む
ウ
シ
の
群
れ
が

点
在
す
る
草
千
里
ヶ
浜
。
こ
こ
は
自
由

に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
車

を
降
り
て
ち
ょ
っ
と
散
策
し
て
み
よ

う
。
単
に
記
念
写
真
を
撮
る
だ
け
で
は

な
く
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
草
千
里

ヶ
浜
の
自
然
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
は
ず
だ
。

①
草
千
里
ヶ
浜
の
成
り
立
ち

目
の
前
に
広
が
る
草
千
里
ヶ
浜
は
、

直
径
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
、
広
く
て

浅
い
皿
の
形
を
し
た
火
口
跡
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
お
よ
そ
二
万
七
千
年
前
に
阿

蘇
の
中
央
火
口
丘
群
の
中
で
最
大
規
模

の
噴
火
を
起
こ
し
た
場
所
で
あ
る
。
軽

石
を
上
空
高
く
ま
で
飛
ば
す
よ
う
な
タ

イ
プ
の
噴
火
（
プ
リ
ニ
ー
式
噴
火
）
を

起
こ
し
、
そ
の
結
果
、
カ
ル
デ
ラ
の
周

辺
に
広
く
軽
石
層
を
形
成
し
た
。
特
に
、

東
と
南
側
で
は

草
千
里
ヶ
浜
か

ら
二
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
離

れ
た
地
点
で
も

こ
の
層
を
見
る

こ
と
が
で
き

る
。
草
千
里
駐

車
場
か
ら
左
右

に
二
つ
の
池
が

見
え
る
が
、
最

初
の
噴
火
の
名

残
が
、
右
手

（
西
側
）
の
池
で
あ
る
。
東
側
の
池
は
、

そ
の
後
、
火
口
内
に
形
成
さ
れ
た
溶
岩

ド
ー
ム
を
噴
き
飛
ば
し
た
と
き
の
火
口

跡
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
草
千
里
ヶ
浜
は
二

重
の
火
口
跡
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
観
光
乗
馬

広
々
と
し
た
緑
の
中
で
、
の
ん
び
り

と
ウ
マ
の
背
に
揺
ら
れ
て
乗
馬
を
体
験

す
る
の
も
悪
く
な
い
。
阿
蘇
草
千
里
乗

馬
ク
ラ
ブ
が
運
営
し
て
お
り
、
お
と
な

し
い
ウ
マ
た
ち
と
親
切
な
ス
タ
ッ
フ
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
だ

（
厳
冬
期
閉
鎖
）。
子
ど
も
か
ら
カ
ッ
プ

ル
、
修
学
旅
行
生
な
ど
に
人
気
の
ス
ポ

ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
三
つ
の
コ
ー
ス

が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
要
時
間
と

料
金
が
異
な
る
。

③
西
側
の
池
と
植
生

草
千
里
ヶ
浜
の
二
つ
の
池
の
う
ち
、

東
側
は
一
週
間
く
ら
い
雨
が
降
ら
な
い

と
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
地

下
へ
の
浸
透
と
蒸
発
と
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
西
側
の
池
は
そ

う
簡
単
に
は
な
く
な
ら
ず
、
数
ヵ
月
は

水
を
た
た
え
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
と

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
池
の
成
り
立
ち
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
地
下
の
構
造
も
異

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
西
側
の
池

の
周
り
に
は
、
特
に
湿
地
性
の
植
物
が

繁
茂
し
て
い
る
。
ツ
ク
シ
テ
ン
ツ
キ
、

シ
チ
ト
ウ
な
ど
の
ほ
か
、
コ
ケ
類
も
見

ら
れ
る
。
山
の
上
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た

水
場
に
も
植
物
た
ち
は
果
敢
に
進
入
し

て
く
る
。

④
駒
立
山
と
溶
岩

二
つ
の
池
の
間
に
あ
る
小
高
い
丘
は

駒
立
山
と
呼
ば
れ
、
草
千
里
ヶ
浜
の
二

度
目
の
噴
火
で
噴
き
飛
ば
さ
れ
た
溶
岩

ド
ー
ム
の
残
骸
で
あ
る
。
こ
の
噴
火
で

噴
き
飛
ば
さ
れ
た
溶
岩
ド
ー
ム
の
か
け

ら
は
、
今
で
も
草
千
里
の
南
の
部
分
に

た
く
さ
ん
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
デ
イ
サ

イ
ト
と
い
う
溶
岩
の
か
け
ら
で
、
鉄
分

が
酸
化
し
た
赤
い
縞
模
様
が
見
ら
れ
る

の
が
特
徴
だ
。

駒
立
山
の
西
側
斜
面
が
な
だ
ら
か
な

の
に
対
し
て
、
東
側
斜
面
は
絶
壁
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
「
溶
岩
ド
ー
ム
の
残

骸
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

駒
立
山
の
頂
上
ま
で
登
る
と
、
周
辺
の

池
や
山
々
が
よ
く
見
え
る
。

⑤
草
原
と
放
牧
牛

放
牧
さ
れ
た
ウ
シ
た
ち
が
草
原
で
の

ん
び
り
と
草
を
食
む
光
景
は
、
阿
蘇
な

ら
で
は
の
風
物
詩
。
春
先
に
里
に
近
い

草
原
に
放
た
れ
た
ウ
シ
は
、
夏
が
近
づ

く
と
と
も
に
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
へ
移

動
す
る
。
そ
し
て
盛
夏
の
八
月
に
は
、

約
千
百
メ
ー
ト
ル
の
草
千
里
ヶ
浜
に
上

っ
て
く
る
。

足
早
の
秋
を
感
じ
る
九
月
と
も
な
る

と
、
彼
ら
は
逆
に
標
高
の
低
い
と
こ
ろ

に
徐
々
に
下
ろ
さ
れ
て
、
十
一
月
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
飼
い
主
の
家
に
帰
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
、
気
温
の
変
化
と
と

も
に
移
動
す
る
こ
と
と
、
牛
馬
が
食
べ

る
草
が
十
分
に
あ
る
場
所
を
確
保
す
る

た
め
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
従
来
か
ら
阿
蘇
に
い
る

あ
か
牛
に
加
え
て
、
黒
牛
も
増
え
て
き

た
。
阿
蘇
の
人
々
の
営
み
の
変
化
や
世

の
中
の
経
済
情
勢
の
変
化
は
、
こ
の
あ

た
り
に
も
反
映
さ
れ
て
き
て
い
る
。

⑤
草
原
の
植
物

草
千
里
ヶ
浜
の
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
が

新
し
く
な
る
の
は
、
四
月
か
ら
五
月
頃
。

こ
こ
は
い
わ
ゆ
る
短
草
型
（
シ
バ
型
）

の
草
原
で
、
ウ
シ
た
ち
が
採
食
し
た
り

歩
く
こ
と
で
踏
圧
を
か
け
る
こ
と
が
、

植
生
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

春
は
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
や
フ
デ
リ
ン
ド

ウ
の
薄
紫
に
、
キ
ス
ミ
レ
の
黄
色
が
ア

ク
セ
ン
ト
を
加
え
る
。
五
月
下
旬
と
も

な
れ
ば
、
可
憐
な
イ
ワ
カ
ガ
ミ
が
見
ら

れ
、
草
千
里
ヶ
浜
の
正
面
に
位
置
す
る

烏
帽
子

え

ぼ

し

岳
の
山
腹
が
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

の
ピ
ン
ク
色
に
燃
え
立
ち
、
よ
り
い
っ

そ
う
あ
で
や
か
さ
を
増
す
。
秋
に
な
る

と
、
清
楚
な
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
が
白
い
花

を
つ
け
る
。
ま
た
、
ウ
シ
の
食
べ
な
い

ク
ラ
ラ
や
オ
キ
ナ
グ
サ
、
ツ
ク
シ
ア
ザ

ミ
な
ど
も
観
察
で
き
る
。

⑦
草
千
里
ヶ
浜
と
烏
帽
子
岳

烏
帽
子
岳
は
草
千
里
ヶ
浜
の
南
に
あ

る
、
や
や
と
が
っ
た
山
で
あ
る
。
山
腹

は
ご
つ
ご
つ
し
た
感
じ
で
、
こ
れ
は
、

こ
の
山
が
生
ま
れ
た
の
が
約
三
万
年
前

と
古
い
時
代
で
、
そ
の
間
に
浸
食
が
進

ん
だ
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
烏
帽
子
岳

が
形
成
さ
れ
た
あ
と
に
草
千
里
ヶ
浜
が

噴
火
を
起
こ
し
た
た
め
、
そ
の
噴
出
物

が
山
の
頂
上
付
近
ま
で
広
く
覆
っ
て
し

ま
い
、
そ
の
た
め
に
現
在
で
は
山
頂
部

に
火
口
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

山
の
中
腹
に
は
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の

群
落
が
広
が
り
、
そ
の
周
辺
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
野
の
花
が
季
節
ご
と
に
咲
き
乱

れ
る
。
草
千
里
ヶ
浜
の
池
と
、
そ
の
後

ろ
に
た
た
ず
む
烏
帽
子
岳
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
は
な
か
な
か
の
絶
景
で
あ
る
。

草
千
里
ヶ
浜
自
然
探
勝
路（

）
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一
周
約
1.5
km

約
2
時
間

阿
蘇
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス

九州新幹線全線開業を機に、九州熊本の観光の新
たなシンボルとして、阿蘇山に、日本初の小型オープ
ントップバス（そらめぐりん）の運行が開始された。
オープントップバスとは屋根を取り外したバスのこ
とで、阿蘇の大パノラマを体感することができる。
運行区間は草千里駐車場から阿蘇山公園道路を経

由して中岳火口へのルー
ト。ぜひ「火の国くまも
と」のシンボルである阿
蘇山を、新たな視点で楽
しんでみよう！

歩いてみよう 草千里ヶ浜から中岳火口へ

草千里ヶ浜から中岳火口まで、約

3kmの遊歩道が通じている。草原の中

を行くコースで、ミヤマキリシマの咲

く季節には見事な眺めが楽しめる。所

要時間は1時間足らずなので、草千里駐

車場に車を置いて、ぜひ歩いてみよう。

草千里ヶ浜を出てしばらく歩くと、

スキー場の跡がある。昭和43年にオー

プンしたが、平成14年に閉鎖された。

現在は中岳火口を上空から楽しめる観

光ヘリコプターの基地となっていて、

人気スポットの一つである。

さらに歩いて行くと、平坦な場所に

出る。このあたりは古坊中と呼ばれ、

鎌倉時代から室町時代にかけて、多く

の坊舎や宿坊が建ち並び、修験僧たち

が修行や生活をしていた場所である。

1300年代から1500年代には、その

坊舎などが火山活動によってたびたび

被害を受けていた様子も多くの記録に

残っている。そういった過去に思いを

馳せながら歩くうちに、阿蘇山上広場

に到着する。ここから火口展望台まで

ロープウェーがあるが、もうひとがん

ばりして歩こう。月面を思わせる荒涼

とした景観や眼下に広がる風景を眺め

ながら気持ちのよいウォーキングが楽

しめる。
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千
里
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の

成
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ち

1

観
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乗
馬

2
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側
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と
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生
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岩

4

草
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草
原
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植
物
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草
千
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浜
と

烏
帽
子
岳

7

緑
の
大
地
に
草
を
食
む
ウ
シ
の
群
れ
が

点
在
す
る
草
千
里
ヶ
浜
。
こ
こ
は
自
由

に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
車

を
降
り
て
ち
ょ
っ
と
散
策
し
て
み
よ

う
。
単
に
記
念
写
真
を
撮
る
だ
け
で
は

な
く
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
草
千
里

ヶ
浜
の
自
然
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
は
ず
だ
。

烏帽子岳とミヤマキリシマ

ウメバチソウハルリンドウ

キスミレ

杵島岳中腹展望所から見た草千里ヶ浜

湿地性の植物が繁茂する西側の池

手前のこんもりした丘が駒立山。後方は烏帽子岳




